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Ayaranga-suttaに お け る テ キ ス トの 伝 承 に つ い て
― ジャイナ教の聖典成立に関する若干の考察―

渡 辺 研 二

1.は じ め に:

一般 に,我 が国では,ジ ャイナ教の聖典は,現 在の白衣派の聖典が古い伝承を有

し,様 式や形態も安定したものであるとの認識があるようである.し か しなが ら,

ジャイナ教研究の先駆者ErnstLeumannが すでに気づいていたように,ま た近年,

本邦の奥田清明博士が裸形派の聖典Mulacaraの 研究で明らかにされたように,ジャ

イナ教聖典の本文伝承にはまだまだ未知の部分があ り,聖 典のすがたや読みに研

究の課題が残っている.近 年 ジャイナ教文献のの研究は進展を示 し,内 容の深 さ

を増 してきた (Nalini Balbir; "Avasyaka-Studien 1", Alt-und Neu-Indische Studien 45, Hamburg

1993.).そ の ような研 究 に刺激 されて,こ こでは,ジ ャイナ教聖典 のなかで も最 古

の 聖 典 とみ な さ れ て い るAyaranga-sutta(AyaY.の 第1篇(Suyakkhandha)の 現 存 テ

キス トの伝承 について,ジ ャイナ教の聖典成立史に興味を持つものから一つの問

題提起を行いたい.

II.問 題 の所 在:

筆者 は,今 までに現在のジャイナ教の古い聖典の伝承 に揺れのあることを見いだ

し,そ の文献上の証拠を現在のジャイナ教文献の中に発見 し,次 のような研究を

発表してきた.

II-1.現存ジャイナ教白衣派の聖典のありようについて,祖 師マハーヴィーラの伝

記の伝承を例 にとって,か って筆者は,次 のような指摘を行った.

「マ ハ ー ヴ ィ ー ラ の 伝 記 は,ま と ま っ た も の と し て は,Ayaranga-sutta第 ・2篇 第

3CulaのBhavana章 の も の と,Kalpa-sutraの い わ ゆ るJinacariyaの 部 分 が よ く知 ら

れ て い る.今 ま で の 定 説 と し て,H.ヤ コ ー ビ や ヴ ィ ン テ ル ニ ッ ツ な ど の 学 者 た ち

は,こ のBhavana章 の マ ハ ー ヴ ィ ー ラ伝 がKalpa-s耐raに 引 用 さ れ,部 分 的 に そ っ

く り引 か れ て い る と し,Kalpa-sutraの マ ハ ー ヴ ィ ー ラ 伝 が 新 し く,素 材 をAyaranga
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(34) Ayaranga-Suttaに お け る テ キ ス トの伝 承 に つ い て(渡 辺)

Bhavana章 に求 めてい るように考 えてい る.こ れ が近代 の学者 たちの見解 で あっ

た.し か し,実 際 このBhavanaの,他 聖典 におけ る引用や古注釈 を調べて みる と,

引用 された本文 が,現 存 のBhavana章 の 本文で はな く,現 存 のKalpa-sutraの な か

のJinacariyaと よばれ るマハー ヴィー―ラ伝の なか に存在す る ことが判 明 した.っ ま

り,現 存 の本 文 に伝承上 の動揺 が見 られ,現 存 の本文 と異な った ものが,あ る時

期 まで流通 していた ことが判 明 した.し たが って,マ ハ ーヴィーラ伝 の新 古,貸

借 の関係 に再考 を促 す必要 が生 じた と考 えられ る.」

cf渡 辺研二 FBhavana 3rd CU-1a of the ~1yaranga-sutta II について」印度学仏教学研

究第36巻 第2号 昭和63年3月pp.(35)一(42).渡 辺 研二 「Acaranga-suttaBhavana

章 異 本考」Yapaniya派 の 伝承か ら 印度学仏教学研究 第43巻 第2号 平

成7年3月pp.(69)一(74). Kenji Watanabe : Notes on the "Bhavana" 3rd Cula of the

Ayaranga-sutta II (= Jain Studies in Honour of Jozef Deleu, Tokyo 1993) 渡辺研二 「マ

ハーヴィーラ伝記の伝承について」『ジャイナ教研究』創刊号(ジ ャイナ教研究会:

会長 宇野惇 大谷大学長崎研究室発行)1995年

II-2.こ の ジャイナ教 白衣派 の第1ア ンガのAyaranga―suttaの 第2篇(Cula)に あ

るマハー ヴィ,.,._.ラの伝記 の部分 にっつ く,教 理 の解説部分 であ るbhavanaの 説 明

の箇所,つ ま りジャイナ教 に とって最重要な教義であ る五大誓(pancaMahawayaun)

の 各 々 に5つ のbhavanaが 説 かれ る部分 にっ いては,少 な くとも2っ の異 なった

伝承 が見いだ され た.一 例 を挙 げれ ば,Ayar.Cumiの 依 用 した"Bhavana"の 本

文の最後 には五つ の偶が附属 して いるが,現 存 入yaranga-suttaの 本 文 にも他の現存

アーガマの当該箇所 にも五つ の偶 は付 いていない.た だ しAvassaCunniの 当該箇

所 には大変 よ く姿 の似 た本文 が伝 え られ てい る こ とが判 明 した.cf.渡 辺 研 二

I Bhavana 3rd Cula of the Ayraytga-sutta II について」印度学仏教学研究第36巻 第2

号 昭 和63年3月pp.(35)-(42).

II-3.ま た,さ らに白衣派のMula―suttaの 第2番 目に位 置す るUttarajjhaya(=Utt.)

の 第2章 の12詩 節 と13詩 節 におかれてい る詩節 の本文が,は た して この聖典 を

伝持 してきたジャイナ教 白衣派が主張す るように,最 後 の祖師で あるマハー ヴィー

ラの言葉 に由来す るもので あ りうるか どうか とい う問題 を扱った.周 知 のご と く,

このUtt.は,原 始 ジャイ ナ教 を探 る うえで極 めてよ く引用 され る重要―な聖典 で あ

る.こ のジャイナ教 白衣派 の聖典 の伝承 を,「 裸形」 とい う観点か ら,聖 典 の記述
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Ayaranga-suttaに お け る テ キ ス トの伝 承 に っ い て(渡 辺) (35)

を解 読 し,特 異 な伝承 を もっジャイナYapaniya派 のAparajitaが ,現 存 のUtt.2

章 の12詩 節 と13一詩 節部分 に相 当す る と考 えられ る箇所 を"parisahasutresu"(parisaha

スー トラのなかで)と 「parisaha試 練 に関す る経」の存在 を暗示す る形 で 忌loka詩 節

をもって引用 してい ることを見いだ して,そ の詩節 の内容 が,明 確 に 「着衣」(sa―

cela)を 非 難 し,「 裸体 」(a-cela)こ そ ジナの本来 の姿で ある と述べ てい るこ とを

読 み取 った.そ して,「 無衣 の試練」acela-parisahaと い うparisahaの 内容 の説明 と

して は,現 存す る白衣派 の伝承 す るUtt.2章12,13詩 節 と際立 った対照 をな して

お り,後 者 の方が,い うまで もな く裸形派 と白衣派が一致 して伝 えてい るマハ ー

ヴィー ラの主張 で ある 「裸形 」(a-cela)に 合 致 してい る.し か もYapaniya派 の

Aparajitaは 自 らの意見 を述 べ るためにParisaha(試 練)に 関す るsutra群 の 中か ら,

あ るいはParisahasutraと 名 付 け られたジャイナ教 の経典 か らか,こ のslokaの 詩 節

を引用 してきたので ある.し か も,そ の文節 は,現 在 の白衣派 の伝 持 した 「無衣

の試練」(a―cela-parisaha)に 充 て られ ているUtt.2章12,13詩 節 の本文 よりも,内

容的 にマハ ーヴ ィー ラの主張 によ り即 した もので あった.こ こでは非 白衣派 に属

す るジャイナ教聖 典の よ り古 い資料 ない し素材の存在が予想 され るので ある.あ

るいは現存聖典 以前 の聖典(precan・nique)の 存 在 が考 えられ るので ある.cf渡 辺

研二 「無 衣 の試練(acela.parisaha)に 関 す る二 っの異 なった伝承」 『ジャイナ教研

究』第4号(ジ ャイナ研究会:会 長 宇野惇 大谷大学長崎研究室発行)1998年

III.Yapaniya派 の 伝 承 か らみ たAyaranga-sutta

空 衣 派のiSivaryaに よ って纏 め られたMularadhanaは,空 衣派 に とってMulacaraと

ともに重要 なテキス トである.こ れ らに対 してYapaniya派 のAparajitaの 注 釈 の中

には 入yar.を は じめ とす る聖典 が引用 され,し か も,こ の引用 された もの には現

存聖典 とは異 なった文節が含 まれ,あ るもの は完全 にか けてい ることが知 られて

いる.こ れはジャイナ教研 究の先駆 者E.LeumannがLJbersichtfiberdieAvasyaka

Literatur, aus dem Nachla. hrsg. von W. Schubring. Alt- and Neu-Indischen 4, Hamburg

1934.に お いて指摘 した重要 な事実で ある.引 用 され た聖典 の うち白衣派最 古 と

目され るAcaranga-suttaは,六 箇所 の引用 が認め られ,そ の内四箇所 はMuniJam―

buvijaya師 な どに よってすでに現存Ayar.の 当該箇所 が同定 されてい る.し か し,

そ の時点 では同定 されてい ないものが二箇所 あ ったが,そ の内の一 っが筆者 渡辺

によってすで に見 いだされている.

cf. Kenji Watanabe : Notes on the "Bhavana" 3rd Cula of the Ayaranga-sutra H (= Jain
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(36) 入yaranga-SUttaに お け る テ キ ス トの 伝 承 に つ い て(渡 辺)

Studies in Honour of Jozef Deleu, Tokyo 1993.)

皿1―1.残る は一箇所 で ある.す なわ ち,

tatha coktam Acararnge ... tattha je savva-samanna-gade thir' amga-hattha-pani-pade savv' imdiya-

samanna-gade tassa nam no kappadi egam avi vattham dharium, evam parihium, ..

「同様 に,Acarangaな かで次のように説かれている.… すべてが完全にそなわっており,

身体 ・腕 ・手 ・足が堅固で,す べての感官が完全にそなわっている(出 家修行僧)人 に

とって,一 枚といえども衣を保持することも,着 ることもゆるされない.」

「健康 な身体 の丈夫 なジ ャイ ナ教 の出家修行者 は裸形 を守 るべ し」,と い う趣 旨で

あろ う.普 通に考 えれぼAyar.六 箇 所 の引用が認 め られ,そ の内五箇所 はすで に

現存Ayar.の なかに当該箇所が同定されているので,当 初,残 り一箪所 も現存聖

典 のなかの どこか に存在 す るので はないか と容易 に予想がで きた.し か し,予 想

に反 し,探 して みたが長い間,ど こにも見 いだす こ とが できなか ったので あ る.

ところが,Ayar.II.5.1.§lVatth'esanaの 冒 頭 に次 の一節 を見 つけた ことに よ り,

この残 り一箇所 の引用部 分 は,現 存 の白衣派 の聖典 には存在 し得 ない こ とが判 明

した.

m-2.す な わ ち,

入yar.II.5.1.§IVatth'esanaの 冒 頭

je niggamthe tarune jugavam balavam appayamke thirasamghayane, se egam vattham dharejja, no 

bitiyam (Ed. by Muni Jambuvijaya)

「青年で,若 く,カ があ り,健 康で,(身 体 が)堅 固でよく結合 しているニガンタ(男 性修

行者)は,一 枚の衣を持すべきであ り,二 枚ではない.」

周知 の ように,ジ ャイ ナ教 白衣派 は出家修行者が 白衣 を身につ けて いる.こ れが

このセ ク トの名称iSvetambara(白 い衣)の 由来 に もなってい るので ある.白 衣派の

教義 に よれ ば,身 体 の強 い若 い僧 は一・衣 のみで満足 し,そ して よ り年配 の僧 は二

衣,し か し場合 によっては三衣 まで も許 され る.こ の ように裸形 の状態 を含 め衣

の数 は状況 に よ り,融 通が き く.こ の点,身 体 の強健 な出家修行 は裸形 た るべ し,

と主 張 し,裸 形 が解脱 に絶対必要 であ るとす る,Digambara(裸 形派)め 主張 と明

確 に対立す る.こ の両派 の 「着衣」 を巡 る主張 の対立 は,白 衣派 の聖典 の本文 に

も及 び,「 着衣」 に関連 す る表現 に如実に現れて くる.

III-3.た とえば,A―yar.の 第1篇(suyakkhandha)の 現 存 テキス トのacela一(無 衣)
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入varanga-suttaに お け る テ キ ス トの 伝 承 につ い て(渡 辺) (37)

なる語を調べると,次 のような表現が特徴的である.

je acele parivusie samcikkhai ..., se.... Ayar. I . 6.2.2. 

je acele parivusie, tassa nam bhikkhussa no evam bhavai : Ayar. I . 6.3.1. 

je bhikkhu tihim vatthehim parivusie..., tassa nam no evam bhavai : Ayar. I . 8.4.1. 

je bhikkhu dohim vatthehim parivusie..., tassa nam no evam bhavai : Ayar. I . 8.5.1. 

je bhikkhu egena vatthena parivusie..., tassa nam no evam bhavai : Ayar. I . 8.6.1. 

je bhikkhu acele parivusie, tassa nam evam bhavai..... Ayar. I . 8.7.1 (Ed. by W. Schubing)

ここではacela(無 衣)な い しvatthu(衣)の 語 の後 にparivusie(pari-was)が 結合

してい る.pari-4vasに は,「 一時的 に過 ごす.経 験 す る」,と い う意味が あ り,こ

こはそれぞれ,「 無衣(acela)の 状 態で過 ごしてい る修 行者 は,云 々」,「三衣 で過

ごしてい る修 行者 は,云 々」,「一 衣で過 ご してい る修行者 は,云 々」 とい う意 味

の文 である.白 衣派 はacelaと い え ども,alpa-cela(わ ずかな衣)とCumiな どで解

釈 している ことで分 か るように,あ くまで衣 の着用 を認 めたいのである.そ れも

一衣 か ら三衣 までオプシ ョ ンで使 い分 ける とい う解釈 であろ う
.

IV.結 語

現存 のAyaranga-Suttaの 第1篇 のaCela一(無 衣)に 関す るテキス トには,裸 形 は修

行者 の一 時的な姿で,オ プシ ョナルであ る とす る白衣派 の主張 を忠実 に反映 して

いるよ うに思われ る.お そ らくは,白 衣派の編集 にタって,か れ ら白衣派 の主張

を取 り入れ たのであろ う.こ の ことは現 存の 白衣派の伝 える 入yar.の 本 文 とは異

なったマハー ヴィー ラの主 張 した裸形(acela)を 中心 とした,別 の聖典 記述の存

在 を容易 に想像 させ る.事 実,上 記II-1～2で みた ようにこれ ら問題 となった聖

典 の箇所 はみな裸形 か着衣 にかかわ る部分 に関連 してい る.さ らにII-3で は非常

に分か りやす い証拠 として,白 衣派 のMula-suttaの 第2番 目に位置 するUtt. .の第

2章 の 「無衣 の試練」acela-parisahaを 説 明す る12詩 部 と13詩 節 におかれて いる

本文には,cela(着 衣)とacela(無 衣)の 観点か ら,二 つの異なった伝承 が,Yapaniya

派 の文献 か ら現実 に発見 され てい る.こ れ らの事実 は,白 衣派 の伝 持 した現存聖

典 のすが たに新 しい考察 を加 え る契機 とな るように思われ る.

<キ ー ワ ー ド> Ayaranga, ジャイナ教,聖 典成立史

(大正大学非常勤講師)
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